
■問い合わせ ： 田川市議会事務局 ／〒825-8501 福岡県田川市中央町１番１号／ TEL0947（85）7170 ／ FAX0947（44）2043

12月定例会を開催
17日間で26議案を審議

発行：田川市議会　　編集：田川市議会広報委員会
No.215令和４年３月１日

議会のおしらせ No.215 1 議会のおしらせ No.215 12

田川市議会

　新型コロナ感染症対策のため、昨年度に引き続き今年度も、市民の
みなさんと対面する形式の議会報告会を行いません。
　そのため、市民のみなさんとの意見交換会に代えて、田川市議会に
対するご意見を募集します。

１　ご意見は、メール、FAX、文書（郵送か意見箱）でお願
いします。意見箱は、市役所１階、市立病院、市民会館に
設置しています。

２　ご意見を記入する様式は特にありません。任意の書式で
かまいません。メールの場合は、件名を「市議会への意見」
としてください。

　※お名前や連絡先は不要です。
　※感染症対策のため、意見箱には筆記具と用紙を
　　設置していません。あらかじめご用意ください。

３　議員個人に対する質問などには対応できません。

４　意見募集期間は、３月１日～25日です。

〒825-8501　田川市中央町１番１号　田川市議会事務局
　メール　gikai@lg.city.tagawa.fukuoka.jp
　ＦＡＸ　0947-44-2043

　市議会の常任委員会
の審査内容などを紹介
する映像を公開します。
ぜひご覧ください！
●総務文教委員会
「パラリンピックキャ
ンプ地誘致、防災体制」
●厚生委員会
「ワクチン接種」
●建設経済委員会
「中心市街地のまちづ
くり」
■公開日
　３月１日から

ご意見の送付にあたって

送付先

今年度も
映像で報告 !

　１月９日、田川文化センターで成人式が行われました。
会場内では座席間隔の確保や、マスク着用などの新型コロナ感染症対策が取られる中、再会を喜ぶ
新成人の華やかな姿が見られました。みなさんのこれからのご活躍を期待します。

市議会へご意見を

←田川市
　令和３年度
　議会報告会
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※除斥：地方自治法第117条により、議会の議長と議員は、自身に直接関係する案件の議事に加われません。その議事の間は退席しています。
※会派名：令和＝令和クラブ、社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、緑友＝緑友会
※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。小林議員（緑友会）は議長であるため、採決に加わっていません。
※議案第17号と19号では、小林議長が除斥となり、髙瀬議員（令和クラブ）が議長を務めたため、髙瀬議員はこの２件の採決に加わっていません。
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方創生基金条例の制定につい
て
     【議員提出議案第16号】
田川市議会議員の政治倫理の
確立に関する検証等特別委員
会の設置について

     【議員提出議案第20号】
田川市議会議会運営委員会委
員長信任決議について

     【議員提出議案第19号】
田川市議会議長信任決議につ
いて

     【議員提出議案第18号】
田川市議会議会運営委員会委
員長不信任決議について

     【議員提出議案第17号】
田川市議会議長不信任決議に
ついて
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市 長 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案

令和３年度田川市一般会計補正予算（追加接種分）
令和３年度田川市一般会計補正予算
令和３年度田川市国民健康保険特別会計補正予算
令和３年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算
田川市企業版ふるさと納税地方創生基金条例の制定について
田川市国民健康保険条例の一部改正について
香春町との間における田川広域定住自立圏形成協定の一部を
変更する協定の締結について
添田町との間における田川広域定住自立圏形成協定の一部を
変更する協定の締結について
糸田町との間における田川広域定住自立圏形成協定の一部を
変更する協定の締結について
川崎町との間における田川広域定住自立圏形成協定の一部を
変更する協定の締結について
大任町との間における田川広域定住自立圏形成協定の一部を
変更する協定の締結について
赤村との間における田川広域定住自立圏形成協定の一部を
変更する協定の締結について
福智町との間における田川広域定住自立圏形成協定の一部を
変更する協定の締結について
指定管理者の指定期間の延長について（たがわ情報センター）
田川地区清掃施設組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について
指定管理者の指定について（市営住宅及び汚水処理施設）
指定管理者の指定について（体育施設及び合宿施設）
田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（野元孝行氏）
令和３年度田川市一般会計補正予算（子育て特別給付金分）
令和３年度田川市一般会計補正予算（追加分）
令和３年度田川市一般会計補正予算（子育て特別給付金追加分）

田川市議会議員の政治倫理の確立に関する検証等特別委員会の
設置について
田川市議会議長不信任決議について
田川市議会議会運営委員会委員長不信任決議について
田川市議会議長信任決議について
田川市議会議会運営委員会委員長信任決議について
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３月定例会は、２月24日（木）開会
一般質問は、３月８日（火）・９日（水）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

◎感染症対策のため、本会議・委員会の傍聴は、自粛をお願いしています。
　インターネット中継や録画映像の配信をご利用ください。
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※除斥：地方自治法第117条により、議会の議長と議員は、自身に直接関係する案件の議事に加われません。その議事の間は退席しています。
※会派名：令和＝令和クラブ、社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、緑友＝緑友会
※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。小林議員（緑友会）は議長であるため、採決に加わっていません。
※議案第17号と19号では、小林議長が除斥となり、髙瀬議員（令和クラブ）が議長を務めたため、髙瀬議員はこの２件の採決に加わっていません。
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令和３年度田川市国民健康保険特別会計補正予算
令和３年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算
田川市企業版ふるさと納税地方創生基金条例の制定について
田川市国民健康保険条例の一部改正について
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変更する協定の締結について
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指定管理者の指定期間の延長について（たがわ情報センター）
田川地区清掃施設組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について
指定管理者の指定について（市営住宅及び汚水処理施設）
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３月定例会は、２月24日（木）開会
一般質問は、３月８日（火）・９日（水）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

◎感染症対策のため、本会議・委員会の傍聴は、自粛をお願いしています。
　インターネット中継や録画映像の配信をご利用ください。
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可決
設置

否決 可決
議員ごとの賛否は、３ページに掲載しています。

5

　　ことばの説明：議長不信任決議とは？
　議長職にある人に対して、「議長職にあることが適任でなく、任せられない」と議会として意思表示する　
ことです。反対に、信任決議は、「議長職を任せられる」と議会として意思表示することです。
 ※どちらとも「意思表示」であり、可決されても法的強制力はありません。

市長提出議案　第63号

田川市が行う地方創生事業に対して企業から寄せられた寄附（企業版ふるさと納税）を
基金として積み立て、市がその事業のために使えるように条例を定めます。POINT

田川市企業版ふるさと納税地方創生基金条例の制定について　　

質　疑 答　弁

市が企業から寄附を受けて、市と企
業の間に不正が生まれるおそれはな
いのか？

寄附を理由に、市がその企業を優遇
することは禁止されている。また、寄
附については国や県に報告を行う必
要があり、適正に処理を行っていく。

総務文教委員会議員提出議案　第16号

一般廃棄物（ごみ）収集運搬業務委託などをめぐる一部の議員の言動について、
田川市政治倫理審査会から「政治倫理基準に反する」という調査結果の報告がありました。
この報告書の検証と今後の市議会の対応を審議する特別委員会を設置します。

田川市議会議員の政治倫理の
確立に関する検証等特別委員会

POINT

田川市議会議員の政治倫理の確立に関する
検証等特別委員会の設置について

市長提出議案　第65～71号

現在田川郡の７町村それぞれと締結している定住自立圏形成協定の一部を変更するもの。
連携する取組に「介護タクシー事業者への支援」と「産学官の連携の推進」を追加します。POINT

香春町・添田町・糸田町・川崎町・大任町・赤村・福智町との間における
田川広域定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について　　

質　疑 答　弁

「産学官の連携の推進」の内容はど
んなこと？

民間企業、教育機関、行政が連携す
ることでお互いの強みを発揮するこ
とができる。行政側は、専門的で高
度な人材がいる民間企業のノウハウ
を活用することなどで、最大限の成
果を得ることができる。

総務文教委員会

本会議の映像➡

賛成多数で

賛成少数で 賛成多数で

11月30日に第 1回の委員会が開かれて正副委員長が決定。
　　　  ：陸田 　　　　　：尾﨑　　
　　  ：田守、佐藤、原田、村上、今村、佐々木、吉岡、梶原、石松、香月、梅林、松岡、加藤、白石、髙瀬
その後、12月から２月にかけて、審査が行われています。

委員長
委員

副委員長

議長と議会運営委員会委員長は、政治倫理基準に
反する行為を行ったことで、議員のあるべき姿を
ゆがめ、田川市議会の品位をけがし、市民からの
信頼を失わせた。その責任は重大である。
議長と議会運営委員会委員長は辞職すべきだ。

議員提出議案　第17号

田川市議会議長不信任決議について

議員提出議案　第18号
田川市議会議会運営委員会委員長
不信任決議について
主な意見

議員提出議案　第19号

田川市議会議長信任決議について

議員提出議案　第20号
田川市議会議会運営委員会委員長
信任決議について
主な意見
議長と議会運営委員会委員長は、自分の潔白を証
明し、疑惑を晴らすための準備を進めているとの
こと。それを見守るべきである。
議長と議会運営委員会委員長は、今後も引き続き
その職務をまっとうすべきだ。

基本支給額

出産育児一時金 改正前 改正後（令和４年１月から）

４0万４，0００円

加算支給額
（産科医療補償制度利用の場合） １万６，０００円

４0万 8，0００円
（＋４,０００円）

合　　　計 ４２万円 ４２万円

１万２，0００円
（－４,０００円）

市長提出議案　第64号

健康保険法施行令などの改正に伴い、田川市の国民健康保険に関する条例について
必要な改正を行います。基本支給額が増えることで、国民健康保険の加入者の経済的負担は
軽くなります。

POINT

田川市国民健康保険条例の一部改正について

厚生委員会

議
決
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果

議
案
審
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一般質問 12月２日と３日に、10人の
議員が一般質問を行いました

令和３年度一般会計補正予算　　各委員会の主な審査内容
　12月補正予算（議案第59号、第60号、第77号～第79号）では、   歳入歳出とも11億7,849万９千円
を増額し、予算総額は352億1,395万９千円となっています。委員会の審査の一部を紹介します。

1億3,233万2千円

厚生委員会 所属議員：佐藤、白石、今村、香月、尾﨑、北山、加藤

新型コロナウイルスワクチン接種対策事業費　　     　  　  　　１億３，２３３万２千円
ここに注目

委員会の映像➡

　３回目の新型コロナウイルスワクチン接種を行うもの

新型コロナウイルスワクチンの追加（３回目）接種を希望する方が
速やかに接種を受けられるように、次のような業務を行います。
・接種券の発送  ・集団接種会場の運営
・コールセンターの設置 ・予約サポート窓口の開設（予定）

ふるさと寄附金
令和３年11月までの累計 ２億3,094万１千円
  　　　　　☞前年度の２.６倍以上
そこで、ふるさと寄附金の歳入予算も２億円増額
 → 予算総額４億円へ

1億4,425万7千円

建設経済委員会 所属議員：陸田、田守、吉岡、石松、松岡、髙瀬

ふるさと寄附推進事業費　　　　
ここに注目

委員会の映像➡

　田川市へのふるさと寄附金が、当初の見込より２億円増える見通しになったことにともない、返礼
品の配送などに必要な事業費を増額

　（令和４年度の限度額）260万円

総務文教委員会 所属議員：村上、梶原、小林、柿田、原田、佐々木、梅林

中学校デジタル教科書購入費
ここに注目

委員会の映像➡

　現在使用している中学校の教職員用デジタル教科書（８校・４教科分）を令和４年４月以降も引き
続き使用するためのライセンス（使用料）の限度額を設定するもの

要　望

この費用の財源は、全額が市単独の負担になっているが、
現在国を挙げてデジタル化を進めていることから、今
後国庫補助金などの対象となるように要望してほしい。
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が
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。
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。
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対
す
る
助
成
制
度
を
本
市
単
独
で

導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
な
お
、
が
け
地
な
ど
の
危
険
区
域
内
の

住
宅
を
除
去
し
、
安
全
な
場
所
へ
移
転
す

る
人
に
対
し
て
移
転
費
用
の
補
助
を
行
う

県
の
事
業
に
つ
い
て
、
研
究
・
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
危
険
区
域
外
の
民
有

地
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
は
、
各
種
事
業

の
採
択
要
件
等
を
満
た
せ
ば
事
業
実
施
が

可
能
で
あ
る
が
、
該
当
し
な
い
場
合
は
、

自
助
努
力
で
土
砂
災
害
の
対
応
を
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
。

小・中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
い
じ
め
に
つ
い
て 録画映像

髙
瀬
冨
士
夫

令
和
ク
ラ
ブ

▼
代
表
質
問

議
員

た
か
せ

ふ

じ

お

大
任
町
に
建
設
さ
れ
る
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
費
、
そ
れ
に
伴
う
本
市
の

負
担
金
、
稼
働
開
始
時
期
を
問
う
。

埋
め
立
て
処
分
施
設
は
約
57
億
円
で

令
和
５
年
度
に
、
ご
み
処
理
施
設
は

約
２
７
７
億
円
で
令
和
６
年
度
に
竣
工
予

定
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
試
算
で
あ
る
が
、

本
市
の
負
担
額
は
お
お
む
ね
30
億
円
程
度

と
見
込
ん
で
い
る
。

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
収
集
運
搬
業

務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
、
委
託
業

者
の
選
考
に
当
た
り
、
競
争
入
札
で
は
な

く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。

田
川
市
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
実
施
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
担
当
課

が
提
案
し
、
選
定
委
員
会
が
決
定
し
た
と

認
識
し
て
い
る
が
間
違
い
な
い
か
。

田
川
市
建
設
業
者
等
選
定
委
員
会
の

決
定
を
経
て
、
担
当
課
が
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
実
施
す
る
旨
の
起
案
を
行
い
、

市
長
が
決
裁
し
た
。

選
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
問
う
。

副
市
長
、
総
務
部
長
、
建
設
経
済
部

長
、
財
政
課
長
、
都
市
計
画
課
長
、

建
築
住
宅
課
長
、
土
木
課
長
の
７
人
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
実
施
が
決
ま

る
と
、
担
当
課
が
実
施
要
領
を
作
成

し
、
審
査
委
員
会
が
そ
の
内
容
を
確
認
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
審
査
委
員

は
誰
が
任
命
す
る
の
か
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
は
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
設
置
要
綱

を
制
定
す
る
こ
と
で
設
置
さ
れ
る
。
市
長

が
こ
の
要
綱
を
決
裁
し
、
効
力
が
発
生
し

た
時
点
で
、
該
当
す
る
職
員
に
職
務
命
令

が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
業
務
に
当

た
る
こ
と
に
な
る
。

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
収
集
運
搬
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

審
査
委
員
５
人
全
員
が
市
職
員
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
公
平
性
、
透
明
性
、
客

観
性
の
確
保
と
い
う
点
で
弱
点
で
あ
る
と

考
え
る
。
万
が
一
、
公
正
さ
に
欠
け
る
事

態
が
生
じ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
定

め
て
い
る
の
か
問
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
公
平
性
が
欠
け
る

よ
う
な
事
態
は
想
定
し
て
い
な
い
た

め
、
答
弁
し
か
ね
る
。

田
川
市
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
実
施

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定
め
る

内
容
と
、
こ
の
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
収

集
運
搬
業
務
委
託
に
関
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
審
査
に
つ
い
て
は
、
公
平
性
、
透
明
性
、

客
観
性
の
確
保
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
大

変
心
配
が
あ
る
。
５
人
の
審
査
員
が
全
て

市
職
員
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
名
を
問
う
。

審
査
委
員
に
つ
い
て
は
、
非
公
開
と

な
っ
て
い
る
。

ご
み
行
政
に
つ
い
て
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一般質問 12月２日と３日に、10人の
議員が一般質問を行いました

令和３年度一般会計補正予算　　各委員会の主な審査内容
　12月補正予算（議案第59号、第60号、第77号～第79号）では、   歳入歳出とも11億7,849万９千円
を増額し、予算総額は352億1,395万９千円となっています。委員会の審査の一部を紹介します。

1億3,233万2千円

厚生委員会 所属議員：佐藤、白石、今村、香月、尾﨑、北山、加藤

新型コロナウイルスワクチン接種対策事業費　　     　  　  　　１億３，２３３万２千円
ここに注目

委員会の映像➡

　３回目の新型コロナウイルスワクチン接種を行うもの

新型コロナウイルスワクチンの追加（３回目）接種を希望する方が
速やかに接種を受けられるように、次のような業務を行います。
・接種券の発送  ・集団接種会場の運営
・コールセンターの設置 ・予約サポート窓口の開設（予定）

ふるさと寄附金
令和３年11月までの累計 ２億3,094万１千円
  　　　　　☞前年度の２.６倍以上
そこで、ふるさと寄附金の歳入予算も２億円増額
 → 予算総額４億円へ

1億4,425万7千円

建設経済委員会 所属議員：陸田、田守、吉岡、石松、松岡、髙瀬

ふるさと寄附推進事業費　　　　
ここに注目

委員会の映像➡

　田川市へのふるさと寄附金が、当初の見込より２億円増える見通しになったことにともない、返礼
品の配送などに必要な事業費を増額

　（令和４年度の限度額）260万円

総務文教委員会 所属議員：村上、梶原、小林、柿田、原田、佐々木、梅林

中学校デジタル教科書購入費
ここに注目

委員会の映像➡

　現在使用している中学校の教職員用デジタル教科書（８校・４教科分）を令和４年４月以降も引き
続き使用するためのライセンス（使用料）の限度額を設定するもの

要　望

この費用の財源は、全額が市単独の負担になっているが、
現在国を挙げてデジタル化を進めていることから、今
後国庫補助金などの対象となるように要望してほしい。

本
市
に
お
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
よ
る
い
じ
め
な
ど
の
書
き
込
み
が

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
書
き
込
み
機
能
の
利
用
に

お
い
て
、
教
員
が
利
用
可
と
設
定
し
た
場

合
の
み
児
童
・
生
徒
が
使
え
る
よ
う
に
す

れ
ば
、
い
じ
め
に
つ
な
が
る
よ
う
な
問
題

も
減
少
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
向
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
問
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
い
じ

め
に
つ
い
て
、
実
態
把
握
を
行
っ
た

結
果
、
本
市
に
お
い
て
は
児
童
・
生
徒
に

よ
る
い
じ
め
は
認
知
し
て
い
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
学
校
に
お
い
て

も
起
こ
り
得
る
と
い
う
強
い
危
機
感
を
持

ち
、
引
き
続
き
丁
寧
に
児
童
・
生
徒
の
状

況
観
察
や
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通

し
た
未
然
防
止
並
び
に
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
つ
い
て
、
各
学
校
へ
の
指
導
を
徹

底
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
教
員
の
目
を
介
さ
ず
に
児
童
・

生
徒
が
自
由
に
や
り
と
り
で
き
る
グ
ー
グ

ル
チ
ャ
ッ
ト
機
能
は
、
全
て
の
学
校
に
お

い
て
使
用
禁
止
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
積
極
的
・
効
果
的
な
活
用
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
に
つ
い
て
も
、
児
童
・
生
徒
の
発
達

段
階
に
即
し
て
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
効

果
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

土
砂
災
害
防
止
法
で
指
定
さ
れ
る
警
戒

区
域
内
で
が
け
崩
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る

民
有
地
を
所
有
者
が
補
修
工
事
し
た
場

合
の
費
用
補
助
に
つ
い
て

本
市
に
お
い
て
、
土
砂
災
害
防
止
法

で
指
定
さ
れ
る
警
戒
区
域
内
で
が
け

崩
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
民
有
地
を
所
有
者

が
補
修
工
事
し
た
場
合
の
費
用
補
助
な
ど

は
出
る
の
か
。
ま
た
、
警
戒
区
域
外
の
民

有
地
で
同
様
の
工
事
を
し
た
場
合
に
つ
い

て
も
問
う
。

民
有
地
の
が
け
地
に
お
い
て
、
個
人

が
行
う
補
修
工
事
に
対
し
て
の
補
助

制
度
は
実
施
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
防
災

工
事
に
対
す
る
助
成
制
度
を
本
市
単
独
で

導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
な
お
、
が
け
地
な
ど
の
危
険
区
域
内
の

住
宅
を
除
去
し
、
安
全
な
場
所
へ
移
転
す

る
人
に
対
し
て
移
転
費
用
の
補
助
を
行
う

県
の
事
業
に
つ
い
て
、
研
究
・
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
危
険
区
域
外
の
民
有

地
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
は
、
各
種
事
業

の
採
択
要
件
等
を
満
た
せ
ば
事
業
実
施
が

可
能
で
あ
る
が
、
該
当
し
な
い
場
合
は
、

自
助
努
力
で
土
砂
災
害
の
対
応
を
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
。
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の
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本
市
の
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担
金
、
稼
働
開
始
時
期
を
問
う
。

埋
め
立
て
処
分
施
設
は
約
57
億
円
で

令
和
５
年
度
に
、
ご
み
処
理
施
設
は

約
２
７
７
億
円
で
令
和
６
年
度
に
竣
工
予

定
で
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ま
で
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算
で
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る
が
、

本
市
の
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担
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は
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30
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円
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と
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る
。
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般
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搬
業
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の
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て
、
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託
業
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の
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に
当
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り
、
競
争
入
札
で
は
な

く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。

田
川
市
プ
ロ
ポ
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ザ
ル
方
式
の
実
施
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
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ン
に
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づ
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、
担
当
課

が
提
案
し
、
選
定
委
員
会
が
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定
し
た
と

認
識
し
て
い
る
が
間
違
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な
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か
。
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市
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業
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等
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会
の

決
定
を
経
て
、
担
当
課
が
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、
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、
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政
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、
都
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画
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築
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の
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確
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が
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の
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委
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会
は
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委
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会
設
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を
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れ
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。
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が
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を
決
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し
、
効
力
が
発
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し

た
時
点
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、
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す
る
職
員
に
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が
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の
と
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、
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全
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で
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、
透
明
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、
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点
で
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で
あ
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と
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。
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正
さ
に
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け
る
事
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が
生
じ
た
場
合
の
対
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に
つ
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て
、
定
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て
い
る
の
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。
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と
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、
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な
い
た

め
、
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日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

▼
代
表
質
問

議
員

か
き
た

た
か
こ

議
決
結
果

議
案
審
議

補
正
予
算
・
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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令
和
４
年
４
月
か
ら
始
ま
る
一
般
廃

棄
物
（
ご
み
）
収
集
運
搬
業
務
の
民

間
委
託
に
関
し
、
請
負
業
者
の
決
定
に
当

た
っ
て
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
が
実
施
さ

れ
た
が
、
通
常
設
置
す
べ
き
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
審
査
委
員
会
を
設
置
せ
ず
に
審
査
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
理
由
を
問
う
。

民
間
委
託
の
方
針
決
定
後
、
担
当
部

署
で
あ
る
環
境
対
策
課
に
対
し
て
外

部
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
干
渉
や
圧
力
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
審
査
委
員
会
を
設

置
す
る
と
、
審
査
委
員
に
対
し
て
も
圧
力

が
か
か
り
、
公
正
・
公
平
な
審
査
が
で
き

な
く
な
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
本
市
職
員
か
ら
審
査
委
員
を
選
び
、

審
査
委
員
会
を
設
置
し
た
と
き
と
同
様
に
、

適
切
に
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
後
、
優
先
的
に

契
約
交
渉
で
き
る
事
業
者
の
順
位
が

令
和
３
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た
が
、
実
際

に
契
約
す
る
事
業
者
は
現
在
ま
で
公
表
さ

れ
て
い
な
い
。
公
表
し
な
い
理
由
を
問
う
。

請
負
業
者
は
業
務
の
準
備
、
従
業
員

及
び
車
両
の
確
保
等
を
行
う
が
、
委

託
開
始
前
に
業
者
名
を
公
表
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
準
備
に
支
障
が
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
市
民
生
活

に
多
大
な
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
委
託
開
始
の
令
和
４
年
４
月

に
業
者
名
を
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
許
可
制
に
つ
い
て

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
許
可
制
導
入

ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
問
う
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
る
事
業

系
ご
み
は
、
以
前
ま
で
３
千
ト
ン
〜

４
千
ト
ン
で
推
移
し
て
い
た
が
、
こ
こ
数

年
で
６
千
ト
ン
を
超
え
て
お
り
、
増
加
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
事
業
所
数
が
急

増
し
た
実
態
は
な
い
こ
と
か
ら
、
市
外
の

事
業
系
ご
み
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
と
推
測
さ
れ
、
市
外
か
ら
の
ご
み

搬
入
禁
止
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、

ご
み
の
処
理
費
用
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
て
関
係
条
例
を
改
正
し
、
令
和
２
年
10

月
に
許
可
制
度
を
開
始
し
た
。

個
人
で
ご
み
を
搬
入
す
る
場
合
、
運

転
免
許
証
に
よ
っ
て
本
市
の
市
民
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
、
事
業
系

ご
み
の
搬
入
に
お
け
る
状
況
を
問
う
。

許
可
制
導
入
前
は
、
事
業
系
ご
み
の

回
収
に
当
た
っ
て
は
、
市
外
の
事
業

所
の
ご
み
も
含
め
て
収
集
し
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
す
る
事
態
が
想
定
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
市
内
の
ご
み
を
市
外
に
出
さ
ず
、

ま
た
市
外
の
ご
み
を
本
市
に
持
ち
込
ま
せ

な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
許
可
制
を
導

入
し
、
市
内
の
業
者
に
限
っ
て
搬
入
を
許

可
し
た
も
の
で
あ
る
。

ご
み
収
集
運
搬
業
務
民
間
委
託
に
つ
い
て
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子
ど
も
の
虐
待
防
止
に
向
け
て
掲
げ

た
目
標
と
、
そ
れ
に
対
す
る
成
果
や

実
績
の
推
移
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
で
は
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
掲
げ
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、
児
童
虐
待
の
発
生

予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
、
再
発
防

止
を
目
標
に
業
務
を
行
っ
て
き
た
。

　
本
市
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、
平

成
30
年
度
と
令
和
元
年
度
が
と
も
に
76
件

で
、
令
和
２
年
度
は
１
３
７
件
で
あ
っ
た
。

相
談
通
告
の
経
路
は
、
警
察
及
び
学
校
か

ら
が
多
く
、
虐
待
の
通
告
に
つ
い
て
の
啓

発
活
動
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
取

組
の
成
果
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
で
幼
い
命
が
奪
わ
れ
る
事

件
が
続
い
た
こ
と
を
受
け
、
令
和
３
年
４

月
に
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
室
を
設
置
し
、

組
織
体
制
を
強
化
し
て
子
ど
も
と
そ
の
家

庭
な
ど
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
市
職
員
の
連
携
の
た
め
、
子
ど
も

の
虐
待
防
止
に
関
わ
る
職
員
を
一
つ

の
部
署
に
集
約
す
る
、
ま
た
は
子
ど
も
に

関
わ
る
部
署
を
統
合
す
る
と
い
っ
た
方
法

が
考
え
ら
れ
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

子
ど
も
支
援
に
関
し
て
、
そ
の
機
能

を
一
か
所
に
集
約
す
る
形
で
組
織
を

作
る
こ
と
は
効
果
的
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

部
署
の
統
合
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
の
整

備
も
必
要
と
な
る
た
め
、
十
分
検
討
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

市
街
地
の
振
興
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て

本
市
が
所
有
す
る
行
政
施
設
や
文
化

施
設
の
中
に
は
、
近
い
う
ち
に
耐
用

年
数
を
迎
え
る
も
の
や
耐
用
年
数
を
超
え

る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
建
替
え
に

当
た
っ
て
は
、
田
川
東
高
校
跡
地
の
活
用

が
考
え
ら
れ
る
。
見
解
を
問
う
。

田
川
東
高
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
旧

田
川
東
高
校
跡
地
活
用
検
討
委
員
会

の
検
討
結
果
及
び
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
集
約
し
た
意
見
を
も
と
に
、
民

間
の
資
金
、
技
術
、
ア
イ
デ
ア
を
活
用
す

る
官
民
連
携
事
業
に
よ
る
整
備
が
最
善
と

の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

行
政
施
設
な
ど
を
集
約
す
る
場
所
と
し
て

は
想
定
し
て
い
な
い
。

田
川
東
高
校
跡
地
を
人
が
集
ま
る
地

域
に
す
る
た
め
、
広
く
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
、
地
元
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
最
適
な
活
用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

田
川
東
高
校
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
複
数
の
事
業
者
か
ら
提
案
を
受

け
、
最
も
優
れ
た
活
用
案
を
選
定
し
、
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
当
該

跡
地
の
活
用
を
希
望
す
る
事
業
者
か
ら
聞

き
取
り
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
意
向
を
持

っ
て
い
る
の
か
調
査
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
虐
待
対
応
施
策
に
つ
い
て

が
ん
の
死
亡
率
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
25
年
か
ら
平
成
29
年
の
人
口
動

態
保
健
所
・
市
区
町
村
別
統
計
で
、

全
国
を
１
０
０
と
し
た
場
合
、
田
川
市
の

死
亡
率
は
全
が
ん
で
男
性
が
１
１
０
・
４
、

女
性
が
１
０
７
・
９
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
数
値
を
平
成
20
年
か
ら
平

成
24
年
の
前
回
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、

全
が
ん
で
男
性
が
７
・
０
ポ
イ
ン
ト
、
女

性
が
７
・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
る
。

が
ん
の
死
亡
率
が
高
い
原
因
に
つ
い

て
問
う
。

田
川
医
療
圏
は
県
内
の
13
医
療
圏
の

中
で
、
最
も
が
ん
死
亡
率
が
高
い
。

が
ん
死
亡
率
に
限
ら
ず
全
死
亡
率
で
も
高

く
高
齢
化
率
と
非
常
に
相
関
し
て
い
る
。

田
川
地
域
は
一
般
的
な
生
活
習
慣
病
の
多

い
地
域
で
腎
臓
病
、
糖
尿
病
が
多
く
、
少

し
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
問
う
。

特
定
健
診
に
お
け
る
受
診
状
況
は
、

平
成
30
年
度
が
34
・
３
％
、
令
和
元

年
度
が
31
・
０
％
、
令
和
２
年
度
が
27
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
が
ん
検
診
に
お
け
る
令
和
２
年
度
の
受

診
状
況
は
、
胃
が
ん
が
対
前
年
度
比
32
％

減
の
８
６
９
人
、
肺
が
ん
が
対
前
年
度
比

30
％
減
の
１
２
４
８
人
、
大
腸
が
ん
が
対

前
年
度
比
28
％
減
の
１
３
３
３
人
で
、
特

定
健
診
及
び
が
ん
検
診
は
と
も
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
受

診
者
数
が
減
少
し
て
い
る
。

緩
和
ケ
ア
医
療
に
つ
い
て
問
う
。

が
ん
に
よ
る
身
体
的
苦
痛
、
精
神
的

苦
痛
、
社
会
的
苦
痛
、
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
苦
痛
を
い
か
に
和
ら
げ
る
か
が
、

緩
和
ケ
ア
の
大
事
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
立
病
院
で
の
緩
和
ケ
ア
医
療
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

院
内
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
設
置
す
る

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

病
棟
の
改
修
等
10
年
間
の
損
益
分
析
を
行

う
と
と
も
に
、
緩
和
ケ
ア
に
関
わ
る
人
材

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
令
和
４
年

度
中
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
開
設
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て

ド
ナ
ー
登
録
推
進
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

本
市
で
は
、
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助

成
事
業
を
県
内
で
も
早
い
段
階
で
導

入
し
、
広
報
紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
臨
時

の
献
血
会
場
で
ド
ナ
ー
登
録
の
申
し
込
み

が
で
き
る
。
若
者
の
登
録
者
数
を
増
や
す

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
本
市
の
成

人
式
で
骨
髄
バ
ン
ク
の
説
明
用
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

本
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ

い
て
問
う
。

市
内
小
学
校
９
校
で
９
ク
ラ
ブ
設
置
し
て

お
り
、
支
援
員
は
全
体
で
35
人
配
置
し
て

い
る
。
本
年
の
１
日
当
た
り
の
平
均
利
用

者
数
は
３
４
６
人
で
あ
る
。

支
援
員
が
病
気
や
け
が
な
ど
で
欠
け
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

補
助
の
指
導
員
を
配
置
す
る
ほ
か
、
別
の

児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
応
援
を
配
置
す
る
な
ど
、

児
童
の
見
守
り
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に

適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

支
援
員
の
研
修
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

県
の
支
援
員
認
定
資
格
試
験
の
受
験
に
要

す
る
費
用
は
、
委
託
事
業
者
へ
の
委
託
料

に
含
め
て
予
算
措
置
し
て
お
り
、
本
人
負

担
は
な
い
。
委
託
事
業
者
に
よ
る
接
遇
研

修
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
で
使
用
し
て
い
る
施
設
の
修

繕
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
、
計
画
的
に
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、
過

去
３
年
間
で
17
件
、
年
間
平
均
約
45
万
７

千
円
の
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
軽

微
な
修
理
や
蛍
光
灯
の
交
換
な
ど
は
、
連

絡
を
受
け
て
速
や
か
に
対
応
し
、
快
適
な

環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

梶
原
み
つ
子

緑
　友
　会

▼
代
表
質
問

議
員

が
ん
対
策
に
つ
い
て

録画映像

一般質問 一般質問

田
守
　健
治

新
　風
　会

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

た
も
り

け
ん
じ

か
じ
わ
ら

こ

録画映像

国
県
は
、
就
農
者
の
経
営
安
定
化
や

長
期
定
着
を
図
る
施
策
を
推
進
し
て

い
る
。
本
市
で
実
施
し
て
い
る
国
県
の
就

農
者
支
援
に
係
る
施
策
の
う
ち
、
有
効
活

用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

過
去
５
年
間
の
実
績
を
問
う
。

諸
外
国
と
の
生
産
条
件
の
格
差
か
ら

生
じ
る
不
利
を
交
付
金
で
補
正
す
る

経
営
所
得
安
定
対
策
等
事
業
に
お
い
て
、

約
70
団
体
に
約
１
億
７
千
万
円
を
毎
年
交

付
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
へ
の
金
銭
的
支

援
を
行
う
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
で

は
、
３
名
の
新
規
就
農
者
が
活
用
し
、
う

ち
１
名
が
認
定
農
業
者
と
し
て
活
躍
す
る

な
ど
、
将
来
有
望
な
若
手
農
業
者
を
中
心

に
様
々
な
事
業
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
十

分
効
果
が
あ
っ
て
い
る
。

農
業
の
明
る
い
未
来
を
着
実
に
つ
か

む
た
め
、
変
化
を
遂
げ
る
水
耕
栽
培

が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体
に
事
業
提

案
す
る
民
間
会
社
も
あ
る
。
農
業
の
未
来

を
見
据
え
た
施
策
と
し
て
、
植
物
工
場
に

お
け
る
野
菜
の
水
耕
栽
培
の
積
極
的
な
導

入
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

意
欲
あ
る
農
業
者
に
対
し
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
や
ア
ス
タ
ー
の
水
耕
栽
培
な
ど

の
導
入
を
支
援
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

水
耕
栽
培
な
ど
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け

に
く
く
、
収
穫
量
も
土
耕
栽
培
に
比
べ
安

定
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
、

高
額
な
導
入
費
が
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、

現
在
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

水
耕
栽
培
は
品
質
と
生
産
性
の
向
上

が
期
待
で
き
る
。
今
後
、
コ
ス
ト
の

低
減
が
見
込
ま
る
作
物
も
あ
り
、
産
業
構

造
が
劇
的
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
稼

げ
る
農
業
施
策
と
し
て
、
情
報
発
信
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
市
長
が
目
指
す
６

次
産
業
化
と
し
て
花
を
咲
か
す
た
め
に
も
、

農
協
等
の
関
係
者
に
対
し
積
極
的
に
周
知

す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

こ
れ
ま
で
、
田
川
普
及
指
導
セ
ン
タ

ー
や
農
協
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
き

た
。
今
年
度
か
ら
、
情
報
交
換
会
を
毎
月

開
催
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

佐
賀
県
み
や
き
町
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
る
１
次
産
業
活

性
化
事
業
を
推
進
。
ロ
ボ
ッ
ト
、Ａ
Ｉ
、Ｉ

ｏ
Ｔ
な
ど
先
端
技
術
を
活
用
し
て
、
高
付

加
価
値
の
農
作
物
を
生
産
し
、
高
い
収
益

を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
手
法
の
導
入
を
視

野
に
、
関
係
職
員
の
研
修
を
含
め
調
査
・

研
究
す
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

み
や
き
町
と
連
携
し
て
い
る
企
業
と

本
市
で
の
取
組
に
つ
い
て
協
議
し
た

が
、実
現
に
は
至
っ
て
な
い
。
現
在
、様
々

な
事
例
を
調
査
・
研
究
し
て
お
り
、
先
進

事
例
の
視
察
研
修
を
行
い
た
い
。

農
業
施
策
に
つ
い
て

香
月
　隆
一
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市
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員
団
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令
和
４
年
４
月
か
ら
始
ま
る
一
般
廃

棄
物
（
ご
み
）
収
集
運
搬
業
務
の
民

間
委
託
に
関
し
、
請
負
業
者
の
決
定
に
当

た
っ
て
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
が
実
施
さ

れ
た
が
、
通
常
設
置
す
べ
き
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
審
査
委
員
会
を
設
置
せ
ず
に
審
査
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
理
由
を
問
う
。

民
間
委
託
の
方
針
決
定
後
、
担
当
部

署
で
あ
る
環
境
対
策
課
に
対
し
て
外

部
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
干
渉
や
圧
力
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
審
査
委
員
会
を
設

置
す
る
と
、
審
査
委
員
に
対
し
て
も
圧
力

が
か
か
り
、
公
正
・
公
平
な
審
査
が
で
き

な
く
な
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
本
市
職
員
か
ら
審
査
委
員
を
選
び
、

審
査
委
員
会
を
設
置
し
た
と
き
と
同
様
に
、

適
切
に
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
後
、
優
先
的
に

契
約
交
渉
で
き
る
事
業
者
の
順
位
が

令
和
３
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た
が
、
実
際

に
契
約
す
る
事
業
者
は
現
在
ま
で
公
表
さ

れ
て
い
な
い
。
公
表
し
な
い
理
由
を
問
う
。

請
負
業
者
は
業
務
の
準
備
、
従
業
員

及
び
車
両
の
確
保
等
を
行
う
が
、
委

託
開
始
前
に
業
者
名
を
公
表
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
準
備
に
支
障
が
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
市
民
生
活

に
多
大
な
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
委
託
開
始
の
令
和
４
年
４
月

に
業
者
名
を
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
許
可
制
に
つ
い
て

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
許
可
制
導
入

ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
問
う
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
る
事
業

系
ご
み
は
、
以
前
ま
で
３
千
ト
ン
〜

４
千
ト
ン
で
推
移
し
て
い
た
が
、
こ
こ
数

年
で
６
千
ト
ン
を
超
え
て
お
り
、
増
加
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
事
業
所
数
が
急

増
し
た
実
態
は
な
い
こ
と
か
ら
、
市
外
の

事
業
系
ご
み
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
と
推
測
さ
れ
、
市
外
か
ら
の
ご
み

搬
入
禁
止
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、

ご
み
の
処
理
費
用
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
て
関
係
条
例
を
改
正
し
、
令
和
２
年
10

月
に
許
可
制
度
を
開
始
し
た
。

個
人
で
ご
み
を
搬
入
す
る
場
合
、
運

転
免
許
証
に
よ
っ
て
本
市
の
市
民
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
、
事
業
系

ご
み
の
搬
入
に
お
け
る
状
況
を
問
う
。

許
可
制
導
入
前
は
、
事
業
系
ご
み
の

回
収
に
当
た
っ
て
は
、
市
外
の
事
業

所
の
ご
み
も
含
め
て
収
集
し
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
す
る
事
態
が
想
定
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
市
内
の
ご
み
を
市
外
に
出
さ
ず
、

ま
た
市
外
の
ご
み
を
本
市
に
持
ち
込
ま
せ

な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
許
可
制
を
導

入
し
、
市
内
の
業
者
に
限
っ
て
搬
入
を
許

可
し
た
も
の
で
あ
る
。

ご
み
収
集
運
搬
業
務
民
間
委
託
に
つ
い
て
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子
ど
も
の
虐
待
防
止
に
向
け
て
掲
げ

た
目
標
と
、
そ
れ
に
対
す
る
成
果
や

実
績
の
推
移
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
で
は
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
掲
げ
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、
児
童
虐
待
の
発
生

予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
、
再
発
防

止
を
目
標
に
業
務
を
行
っ
て
き
た
。

　
本
市
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、
平

成
30
年
度
と
令
和
元
年
度
が
と
も
に
76
件

で
、
令
和
２
年
度
は
１
３
７
件
で
あ
っ
た
。

相
談
通
告
の
経
路
は
、
警
察
及
び
学
校
か

ら
が
多
く
、
虐
待
の
通
告
に
つ
い
て
の
啓

発
活
動
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
取

組
の
成
果
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
で
幼
い
命
が
奪
わ
れ
る
事

件
が
続
い
た
こ
と
を
受
け
、
令
和
３
年
４

月
に
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
室
を
設
置
し
、

組
織
体
制
を
強
化
し
て
子
ど
も
と
そ
の
家

庭
な
ど
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
市
職
員
の
連
携
の
た
め
、
子
ど
も

の
虐
待
防
止
に
関
わ
る
職
員
を
一
つ

の
部
署
に
集
約
す
る
、
ま
た
は
子
ど
も
に

関
わ
る
部
署
を
統
合
す
る
と
い
っ
た
方
法

が
考
え
ら
れ
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

子
ど
も
支
援
に
関
し
て
、
そ
の
機
能

を
一
か
所
に
集
約
す
る
形
で
組
織
を

作
る
こ
と
は
効
果
的
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

部
署
の
統
合
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
の
整

備
も
必
要
と
な
る
た
め
、
十
分
検
討
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

市
街
地
の
振
興
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て

本
市
が
所
有
す
る
行
政
施
設
や
文
化

施
設
の
中
に
は
、
近
い
う
ち
に
耐
用

年
数
を
迎
え
る
も
の
や
耐
用
年
数
を
超
え

る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
建
替
え
に

当
た
っ
て
は
、
田
川
東
高
校
跡
地
の
活
用

が
考
え
ら
れ
る
。
見
解
を
問
う
。

田
川
東
高
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
旧

田
川
東
高
校
跡
地
活
用
検
討
委
員
会

の
検
討
結
果
及
び
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
集
約
し
た
意
見
を
も
と
に
、
民

間
の
資
金
、
技
術
、
ア
イ
デ
ア
を
活
用
す

る
官
民
連
携
事
業
に
よ
る
整
備
が
最
善
と

の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

行
政
施
設
な
ど
を
集
約
す
る
場
所
と
し
て

は
想
定
し
て
い
な
い
。

田
川
東
高
校
跡
地
を
人
が
集
ま
る
地

域
に
す
る
た
め
、
広
く
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
、
地
元
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
最
適
な
活
用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

田
川
東
高
校
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
複
数
の
事
業
者
か
ら
提
案
を
受

け
、
最
も
優
れ
た
活
用
案
を
選
定
し
、
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
当
該

跡
地
の
活
用
を
希
望
す
る
事
業
者
か
ら
聞

き
取
り
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
意
向
を
持

っ
て
い
る
の
か
調
査
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
虐
待
対
応
施
策
に
つ
い
て

が
ん
の
死
亡
率
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
25
年
か
ら
平
成
29
年
の
人
口
動

態
保
健
所
・
市
区
町
村
別
統
計
で
、

全
国
を
１
０
０
と
し
た
場
合
、
田
川
市
の

死
亡
率
は
全
が
ん
で
男
性
が
１
１
０
・
４
、

女
性
が
１
０
７
・
９
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
数
値
を
平
成
20
年
か
ら
平

成
24
年
の
前
回
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、

全
が
ん
で
男
性
が
７
・
０
ポ
イ
ン
ト
、
女

性
が
７
・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
る
。

が
ん
の
死
亡
率
が
高
い
原
因
に
つ
い

て
問
う
。

田
川
医
療
圏
は
県
内
の
13
医
療
圏
の

中
で
、
最
も
が
ん
死
亡
率
が
高
い
。

が
ん
死
亡
率
に
限
ら
ず
全
死
亡
率
で
も
高

く
高
齢
化
率
と
非
常
に
相
関
し
て
い
る
。

田
川
地
域
は
一
般
的
な
生
活
習
慣
病
の
多

い
地
域
で
腎
臓
病
、
糖
尿
病
が
多
く
、
少

し
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
問
う
。

特
定
健
診
に
お
け
る
受
診
状
況
は
、

平
成
30
年
度
が
34
・
３
％
、
令
和
元

年
度
が
31
・
０
％
、
令
和
２
年
度
が
27
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
が
ん
検
診
に
お
け
る
令
和
２
年
度
の
受

診
状
況
は
、
胃
が
ん
が
対
前
年
度
比
32
％

減
の
８
６
９
人
、
肺
が
ん
が
対
前
年
度
比

30
％
減
の
１
２
４
８
人
、
大
腸
が
ん
が
対

前
年
度
比
28
％
減
の
１
３
３
３
人
で
、
特

定
健
診
及
び
が
ん
検
診
は
と
も
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
受

診
者
数
が
減
少
し
て
い
る
。

緩
和
ケ
ア
医
療
に
つ
い
て
問
う
。

が
ん
に
よ
る
身
体
的
苦
痛
、
精
神
的

苦
痛
、
社
会
的
苦
痛
、
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
苦
痛
を
い
か
に
和
ら
げ
る
か
が
、

緩
和
ケ
ア
の
大
事
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
立
病
院
で
の
緩
和
ケ
ア
医
療
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

院
内
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
設
置
す
る

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

病
棟
の
改
修
等
10
年
間
の
損
益
分
析
を
行

う
と
と
も
に
、
緩
和
ケ
ア
に
関
わ
る
人
材

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
令
和
４
年

度
中
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
開
設
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て

ド
ナ
ー
登
録
推
進
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

本
市
で
は
、
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助

成
事
業
を
県
内
で
も
早
い
段
階
で
導

入
し
、
広
報
紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
臨
時

の
献
血
会
場
で
ド
ナ
ー
登
録
の
申
し
込
み

が
で
き
る
。
若
者
の
登
録
者
数
を
増
や
す

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
本
市
の
成

人
式
で
骨
髄
バ
ン
ク
の
説
明
用
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

本
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ

い
て
問
う
。

市
内
小
学
校
９
校
で
９
ク
ラ
ブ
設
置
し
て

お
り
、
支
援
員
は
全
体
で
35
人
配
置
し
て

い
る
。
本
年
の
１
日
当
た
り
の
平
均
利
用

者
数
は
３
４
６
人
で
あ
る
。

支
援
員
が
病
気
や
け
が
な
ど
で
欠
け
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

補
助
の
指
導
員
を
配
置
す
る
ほ
か
、
別
の

児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
応
援
を
配
置
す
る
な
ど
、

児
童
の
見
守
り
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に

適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

支
援
員
の
研
修
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

県
の
支
援
員
認
定
資
格
試
験
の
受
験
に
要

す
る
費
用
は
、
委
託
事
業
者
へ
の
委
託
料

に
含
め
て
予
算
措
置
し
て
お
り
、
本
人
負

担
は
な
い
。
委
託
事
業
者
に
よ
る
接
遇
研

修
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
で
使
用
し
て
い
る
施
設
の
修

繕
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
、
計
画
的
に
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、
過

去
３
年
間
で
17
件
、
年
間
平
均
約
45
万
７

千
円
の
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
軽

微
な
修
理
や
蛍
光
灯
の
交
換
な
ど
は
、
連

絡
を
受
け
て
速
や
か
に
対
応
し
、
快
適
な

環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

梶
原
み
つ
子

緑
　友
　会

▼
代
表
質
問

議
員

が
ん
対
策
に
つ
い
て

録画映像

一般質問 一般質問

田
守
　健
治

新
　風
　会

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

た
も
り

け
ん
じ

か
じ
わ
ら

こ

録画映像

国
県
は
、
就
農
者
の
経
営
安
定
化
や

長
期
定
着
を
図
る
施
策
を
推
進
し
て

い
る
。
本
市
で
実
施
し
て
い
る
国
県
の
就

農
者
支
援
に
係
る
施
策
の
う
ち
、
有
効
活

用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

過
去
５
年
間
の
実
績
を
問
う
。

諸
外
国
と
の
生
産
条
件
の
格
差
か
ら

生
じ
る
不
利
を
交
付
金
で
補
正
す
る

経
営
所
得
安
定
対
策
等
事
業
に
お
い
て
、

約
70
団
体
に
約
１
億
７
千
万
円
を
毎
年
交

付
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
へ
の
金
銭
的
支

援
を
行
う
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
で

は
、
３
名
の
新
規
就
農
者
が
活
用
し
、
う

ち
１
名
が
認
定
農
業
者
と
し
て
活
躍
す
る

な
ど
、
将
来
有
望
な
若
手
農
業
者
を
中
心

に
様
々
な
事
業
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
十

分
効
果
が
あ
っ
て
い
る
。

農
業
の
明
る
い
未
来
を
着
実
に
つ
か

む
た
め
、
変
化
を
遂
げ
る
水
耕
栽
培

が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体
に
事
業
提

案
す
る
民
間
会
社
も
あ
る
。
農
業
の
未
来

を
見
据
え
た
施
策
と
し
て
、
植
物
工
場
に

お
け
る
野
菜
の
水
耕
栽
培
の
積
極
的
な
導

入
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

意
欲
あ
る
農
業
者
に
対
し
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
や
ア
ス
タ
ー
の
水
耕
栽
培
な
ど

の
導
入
を
支
援
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

水
耕
栽
培
な
ど
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け

に
く
く
、
収
穫
量
も
土
耕
栽
培
に
比
べ
安

定
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
、

高
額
な
導
入
費
が
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、

現
在
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

水
耕
栽
培
は
品
質
と
生
産
性
の
向
上

が
期
待
で
き
る
。
今
後
、
コ
ス
ト
の

低
減
が
見
込
ま
る
作
物
も
あ
り
、
産
業
構

造
が
劇
的
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
稼

げ
る
農
業
施
策
と
し
て
、
情
報
発
信
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
市
長
が
目
指
す
６

次
産
業
化
と
し
て
花
を
咲
か
す
た
め
に
も
、

農
協
等
の
関
係
者
に
対
し
積
極
的
に
周
知

す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

こ
れ
ま
で
、
田
川
普
及
指
導
セ
ン
タ

ー
や
農
協
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
き

た
。
今
年
度
か
ら
、
情
報
交
換
会
を
毎
月

開
催
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

佐
賀
県
み
や
き
町
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
る
１
次
産
業
活

性
化
事
業
を
推
進
。
ロ
ボ
ッ
ト
、Ａ
Ｉ
、Ｉ

ｏ
Ｔ
な
ど
先
端
技
術
を
活
用
し
て
、
高
付

加
価
値
の
農
作
物
を
生
産
し
、
高
い
収
益

を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
手
法
の
導
入
を
視

野
に
、
関
係
職
員
の
研
修
を
含
め
調
査
・

研
究
す
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

み
や
き
町
と
連
携
し
て
い
る
企
業
と

本
市
で
の
取
組
に
つ
い
て
協
議
し
た

が
、実
現
に
は
至
っ
て
な
い
。
現
在
、様
々

な
事
例
を
調
査
・
研
究
し
て
お
り
、
先
進

事
例
の
視
察
研
修
を
行
い
た
い
。

農
業
施
策
に
つ
い
て

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

議
決
結
果

議
案
審
議

補
正
予
算
・
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

陸
田
　孝
則

孔
　志
　会

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

り
く
た

た
か
の
り
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白
石
　天
一

孔
　志
　会

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

昭
和
30
年
代
の
高
度
成
長
期
に
お
け

る
地
方
か
ら
都
市
へ
の
大
規
模
な
人

口
移
動
に
よ
っ
て
農
山
漁
村
で
過
疎
問
題

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
処
す
る

た
め
過
疎
対
策
法
が
制
定
さ
れ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
過
疎
地
域
の
定
義
を
踏
ま
え
、

本
市
が
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
る
に
至

っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
問
う
。

過
疎
地
域
と
は
、
人
口
の
著
し
い
減

少
に
伴
い
、
地
域
社
会
の
活
力
が
低

下
し
、
生
産
機
能
や
生
活
水
準
な
ど
が
他

の
地
域
よ
り
低
位
に
あ
る
地
域
と
定
義
さ

れ
、
本
市
も
そ
の
支
援
を
受
け
て
き
た
。

今
回
、
過
疎
法
が
延
長
さ
れ
る
の
か
、
引

き
続
き
指
定
を
受
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
り
、
本
市
を
は
じ
め
指
定
団
体

が
様
々
な
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
新
法
が
施

行
さ
れ
、
昭
和
35
年
度
か
ら
の
人
口
要
件

も
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
本
市
が
継
続
し
て

指
定
を
受
け
る
に
至
っ
た
。

国
か
ら
の
支
援
措
置
の
内
容
を
問
う
。

最
も
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
過
疎

対
策
事
業
債
が
あ
る
。
市
町
村
が
定

め
る
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
る
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
発
行
で
き
、
充
当
率
は
原
則
１
０
０
％

で
、
後
年
度
元
利
償
還
金
の
70
％
が
地
方

交
付
税
に
よ
り
措
置
さ
れ
る
。
そ
の
他
に

も
、
国
税
の
減
価
償
却
の
特
例
措
置
や
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
支
援
交
付
金
に
よ
る

支
援
な
ど
が
あ
る
。

今
回
の
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
、

ど
の
よ
う
な
計
画
を
策
定
し
、
地
域

振
興
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

新
た
な
法
律
に
基
づ
い
た
田
川
市
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定
。

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
、
地
域
の
持
続

的
な
発
展
の
た
め
、
移
住
・
定
住
や
産
業

振
興
、
地
域
に
お
け
る
情
報
化
、
交
通
手

段
の
確
保
等
に
取
り
組
む
方
針
で
あ
る
。

本
計
画
の
中
に
、
市
民
が
よ
り
豊
か

で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
に
、
市
民
参
画
等
を
行
う
重
要
性
が

増
し
て
い
る
と
あ
る
。
市
民
参
画
の
分
析

に
は
、
市
民
か
ら
の
要
望
を
く
み
取
り
、

先
読
み
し
た
対
応
を
取
る
こ
と
が
理
想
で

あ
る
。
定
期
的
に
市
民
満
足
度
を
調
査
し
、

カ
ス
タ
マ
ー
サ
テ
ィ
ス
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン

（
Ｃ
Ｓ：
顧
客
満
足
度
）
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
分
析
な
ど
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

Ｃ
Ｓ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
析
に
よ
り
、

改
善
す
べ
き
項
目
や
改
善
優
先
度
が

可
視
化
で
き
る
。
行
政
評
価
の
観
点
か
ら

も
、
市
民
満
足
度
を
測
る
視
点
と
し
て
、

市
民
に
と
っ
て
の
成
果
と
い
う
観
点
か
ら

事
業
内
容
を
評
価
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。
様
々
な
評
価
を
通
じ
て
市

民
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
、
こ
の
分

析
も
参
考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
つ
い
て

議会のおしらせ No.215 11 議会のおしらせ No.215 10

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
、
障
が

い
の
あ
る
子
と
障
が
い
の
な
い
子
が

と
も
に
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
特
別
支
援
教
育
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
に
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
特
別
支
援
教
育
を
発
展
さ

せ
る
取
組
と
そ
の
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
支
援
委
員
会
の
判
断
の
下
、
子

ど
も
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、

的
確
な
指
導
が
で
き
る
教
育
環
境
を
提
供

し
て
い
る
。
相
互
に
人
権
と
個
性
を
尊
重

し
支
え
合
い
、
人
々
の
多
様
な
在
り
方
を

相
互
に
認
め
合
う
全
員
参
加
型
の
共
生
社

会
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
い
る
。

障
が
い
の
あ
る
子
が
十
分
な
教
育
を

受
け
る
た
め
の
合
理
的
配
慮
や
、
特

別
支
援
学
級
の
実
態
を
問
う
。

個
人
の
実
態
に
応
じ
た
、
座
席
位
置

や
体
育
実
技
に
お
け
る
配
慮
、
看
護

師
の
配
置
な
ど
の
ほ
か
、
ス
ロ
ー
プ
や
手

す
り
の
設
置
、
ト
イ
レ
改
修
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
市
内
小
中
学
校
に
は
49
の
特
別

支
援
学
級
が
あ
る
。
１
学
級
８
名
ま
で
と

定
め
ら
れ
て
お
り
、
個
別
の
教
育
ニ
ー
ズ

に
対
し
、
様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の

対
応
に
つ
い
て
問
う
。

４
名
の
子
ど
も
が
肢
体
不
自
由
学
級

に
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
２
名

が
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
た
め
、

看
護
師
等
を
配
置
し
て
い
る
。

特
別
支
援
学
級
の
定
数
見
直
し
に
係

る
要
望
活
動
に
つ
い
て
問
う
。

全
て
の
子
ど
も
に
質
の
高
い
充
実
し

た
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
教

育
長
会
を
通
じ
て
、
学
級
編
成
基
準
の
引

き
下
げ
や
、
教
員
の
配
置
基
準
の
改
善
に

つ
い
て
、
要
望
し
て
い
る
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
取
組
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

勤
務
時
間
の
適
正
な
把
握
、
定
時
退

校
日
や
学
校
閉
庁
日
の
設
定
、
部
活

動
休
養
日
の
導
入
な
ど
を
充
実
・
拡
大
し

な
が
ら
、
関
係
者
の
意
識
改
革
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
よ
り
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

警
戒
が
必
要
な
状
況
で
も
、
子
ど
も

が
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る

た
め
、
感
染
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
低
減

し
、
学
校
運
営
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

消
毒
液
な
ど
の
在
庫
管
理
の
徹
底
や
、
家

庭
・
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、
感
染
対
策

と
教
育
活
動
の
両
立
に
努
め
た
い
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

本
市
の
移
住
・
定
住
施
策
を
推
進
す

る
た
め
に
、
本
市
が
多
く
所
有
す
る

市
営
住
宅
の
活
用
が
有
効
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
現
在
の
市
営
住
宅
の
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

本
市
に
は
４
９
８
０
戸
の
市
営
住
宅

が
あ
り
、
令
和
３
年
９
月
末
時
点
で

22
％
に
当
た
る
１
１
０
３
戸
が
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
田
川
市
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
市
営
住
宅
の
健

全
な
運
営
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

令
和
７
年
度
ま
で
に
５
０
０
戸
程
度
を
削

減
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

人
口
減
少
に
伴
い
、
今
後
も
市
営
住

宅
の
空
き
家
が
増
加
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
本
市
が
移
住
・
定
住
施
策
に
取
り

組
む
中
で
、
こ
れ
ら
の
空
き
家
の
活
用
に

つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

現
在
、
子
育
て
支
援
住
宅
入
居
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
市
営
住
宅
の
一
部

を
子
育
て
世
帯
が
生
活
し
や
す
い
間
取
り

に
改
修
し
、
市
外
か
ら
の
入
居
者
を
募
集

し
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
事
業
を
検
証
し
、

さ
ら
な
る
移
住
・
定
住
施
策
の
充
実
に
努

め
た
い
。

市
内
に
は
、
個
人
が
所
有
す
る
一
戸

建
て
の
空
き
家
も
多
く
存
在
す
る
が
、

こ
れ
ら
の
活
用
策
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
で
は
活
用
可
能
な
空
き
家
の
流

通
を
促
進
す
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン

本
市
の
移
住・定
住
策
に
つ
い
て

ク
制
度
を
創
設
し
て
い
る
。
空
き
家
の
売

却
や
賃
貸
を
希
望
す
る
所
有
者
か
ら
物
件

情
報
を
収
集
し
、
本
市
に
移
住
・
定
住
を

希
望
す
る
人
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
解
体
撤
去
の
補
助
制
度
を
創

設
し
て
お
り
、
危
険
な
空
き
家
の
解
体
促

進
と
解
体
後
の
土
地
の
流
通
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に
当
た
り
、
公

共
交
通
の
存
在
は
重
要
と
考
え
る
。

令
和
３
年
10
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

再
編
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
概
要
と
効
果

に
つ
い
て
問
う
。

今
回
の
再
編
で
は
、
市
内
の
主
要
施

設
を
通
る
ま
ち
な
か
循
環
線
を
新
設

し
、
そ
の
他
の
路
線
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
乗

り
継
ぎ
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
た
。
ま
た
、

乗
り
継
ぎ
券
と
通
学
定
期
の
新
設
、
１
日

フ
リ
ー
乗
車
券
と
定
期
券
の
値
下
げ
を
行

っ
た
ほ
か
、
乗
り
降
り
し
や
す
い
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
を
２
台
導
入
し
た
。
広
報
た

が
わ
10
月
号
に
お
い
て
、
お
試
し
乗
車
券

を
添
付
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
特
集

記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
、
周
知
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
10
月
の
乗
車
人
員
は
前
月
か

ら
40
％
増
加
し
て
５
８
３
５
人
と
な
り
、

利
用
者
の
約
65
％
が
お
試
し
乗
車
券
を
利

用
し
て
お
り
、
広
報
・
周
知
活
動
の
効
果

が
表
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

し
ら
い
し

て
ん
い
ち

田
川
伊
田
駅
舎
は
改
修
さ
れ
、
飲
食

店
、
宿
泊
施
設
及
び
待
合
室
を
中
心

と
し
た
市
内
外
の
方
が
集
え
る
場
所
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
少
し
ず
つ
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
て
き
た
。
し
か
し
、
本
市
の
取
組
と

逆
行
す
る
か
の
よ
う
に
、Ｊ
Ｒ
九
州
の
経

営
合
理
化
の
動
き
が
活
発
化
し
て
お
り
、

令
和
３
年
３
月
か
ら
駅
窓
口
の
営
業
時
間

が
短
縮
さ
れ
た
。
そ
の
現
状
を
問
う
。

以
前
の
営
業
時
間
は
、
平
日
は
６
時

30
分
〜
20
時
、
土
・
日
・
祝
日
は
７

時
25
分
〜
17
時
55
分
。
昨
年
３
月
か
ら
は
、

月
・
水
・
金
曜
日
は
７
時
〜
10
時
、
火
・

木
曜
日
は
15
時
〜
18
時
、
土
・
日
・
祝
日

は
７
時
25
分
〜
15
時
30
分
に
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た
。

営
業
時
間
の
短
縮
に
関
し
て
、Ｊ
Ｒ

九
州
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
要
望
活

動
等
を
行
っ
て
き
た
の
か
問
う
。

本
市
の
中
心
に
位
置
す
る
重
要
な
駅

で
あ
り
、
営
業
時
間
の
短
縮
は
、
地

域
住
民
の
日
常
生
活
や
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
大
き
な
打
撃
と
な
る
た
め
、

通
知
が
あ
っ
た
令
和
２
年
12
月
以
降
、Ｊ

Ｒ
九
州
に
対
し
、
市
長
に
よ
る
要
望
活
動
、

文
書
に
よ
る
要
望
等
の
ほ
か
、
継
続
的
な

協
議
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
令
和
３
年
２

月
に
営
業
時
間
の
短
縮
が
正
式
に
公
表
さ

れ
、
翌
３
月
か
ら
実
際
に
短
縮
さ
れ
た
。

早
期
に
営
業
時
間
を
元
に
戻
す
よ
う
、Ｊ

Ｒ
九
州
に
対
し
要
望
を
続
け
て
い
る
。

豊
前
川
崎
駅
は
無
人
化
と
な
っ
た
た

め
、
川
崎
町
が
窓
口
運
営
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
運
営
形
態
に
つ
い
て
問
う
。

無
人
化
さ
れ
た
平
成
28
年
３
月
以
降
、

川
崎
町
が
３
名
雇
用
し
、
直
営
し
て

い
る
。
交
代
に
よ
る
１
日
１
人
体
制
で
、

毎
日
６
時
45
分
〜
17
時
45
分
で
営
業
。
運

営
経
費
は
、
人
件
費
が
主
で
、
切
符
や
定

期
券
の
販
売
手
数
料
、
駅
舎
の
清
掃
管
理

料
な
ど
の
収
入
を
差
し
引
い
た
不
足
額
を

町
が
負
担
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
九
州
の
決
算
状
況
か
ら
、
さ
ら

な
る
経
営
合
理
化
が
行
わ
れ
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
想
定
の

話
で
あ
る
が
、
仮
に
田
川
伊
田
駅
が
無
人

化
さ
れ
た
場
合
、
川
崎
町
の
例
を
参
考
に
、

職
員
配
置
を
行
う
こ
と
で
市
民
の
利
便
性

を
向
上
で
き
る
。
そ
の
際
、
駅
舎
の
運
営

権
を
設
定
し
て
い
る
㈱
デ
ザ
イ
ン
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
窓
口
業
務
を
担
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
効
率
的
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

本
当
に
無
人
化
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

職
員
配
置
の
検
討
を
行
わ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
る
。
㈱
デ
ザ
イ
ン
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
運
営
も
、
選
択
肢
の
一
つ
に

な
る
。
な
お
、
市
と
し
て
職
員
配
置
を
行

う
の
で
あ
れ
ば
、
人
件
費
等
の
経
費
が
永

続
的
に
発
生
す
る
た
め
、
慎
重
な
判
断
を

求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

松
岡
　英
樹

清
　風
　会

▼
代
表
質
問

議
員

田
川
伊
田
駅
の
今
後
に
つ
い
て
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白
石
　天
一

孔
　志
　会

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

昭
和
30
年
代
の
高
度
成
長
期
に
お
け

る
地
方
か
ら
都
市
へ
の
大
規
模
な
人

口
移
動
に
よ
っ
て
農
山
漁
村
で
過
疎
問
題

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
処
す
る

た
め
過
疎
対
策
法
が
制
定
さ
れ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
過
疎
地
域
の
定
義
を
踏
ま
え
、

本
市
が
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
る
に
至

っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
問
う
。

過
疎
地
域
と
は
、
人
口
の
著
し
い
減

少
に
伴
い
、
地
域
社
会
の
活
力
が
低

下
し
、
生
産
機
能
や
生
活
水
準
な
ど
が
他

の
地
域
よ
り
低
位
に
あ
る
地
域
と
定
義
さ

れ
、
本
市
も
そ
の
支
援
を
受
け
て
き
た
。

今
回
、
過
疎
法
が
延
長
さ
れ
る
の
か
、
引

き
続
き
指
定
を
受
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
り
、
本
市
を
は
じ
め
指
定
団
体

が
様
々
な
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
新
法
が
施

行
さ
れ
、
昭
和
35
年
度
か
ら
の
人
口
要
件

も
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
本
市
が
継
続
し
て

指
定
を
受
け
る
に
至
っ
た
。

国
か
ら
の
支
援
措
置
の
内
容
を
問
う
。

最
も
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
過
疎

対
策
事
業
債
が
あ
る
。
市
町
村
が
定

め
る
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
る
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
発
行
で
き
、
充
当
率
は
原
則
１
０
０
％

で
、
後
年
度
元
利
償
還
金
の
70
％
が
地
方

交
付
税
に
よ
り
措
置
さ
れ
る
。
そ
の
他
に

も
、
国
税
の
減
価
償
却
の
特
例
措
置
や
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
支
援
交
付
金
に
よ
る

支
援
な
ど
が
あ
る
。

今
回
の
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
、

ど
の
よ
う
な
計
画
を
策
定
し
、
地
域

振
興
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

新
た
な
法
律
に
基
づ
い
た
田
川
市
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定
。

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
、
地
域
の
持
続

的
な
発
展
の
た
め
、
移
住
・
定
住
や
産
業

振
興
、
地
域
に
お
け
る
情
報
化
、
交
通
手

段
の
確
保
等
に
取
り
組
む
方
針
で
あ
る
。

本
計
画
の
中
に
、
市
民
が
よ
り
豊
か

で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
に
、
市
民
参
画
等
を
行
う
重
要
性
が

増
し
て
い
る
と
あ
る
。
市
民
参
画
の
分
析

に
は
、
市
民
か
ら
の
要
望
を
く
み
取
り
、

先
読
み
し
た
対
応
を
取
る
こ
と
が
理
想
で

あ
る
。
定
期
的
に
市
民
満
足
度
を
調
査
し
、

カ
ス
タ
マ
ー
サ
テ
ィ
ス
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン

（
Ｃ
Ｓ：
顧
客
満
足
度
）
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
分
析
な
ど
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

Ｃ
Ｓ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
析
に
よ
り
、

改
善
す
べ
き
項
目
や
改
善
優
先
度
が

可
視
化
で
き
る
。
行
政
評
価
の
観
点
か
ら

も
、
市
民
満
足
度
を
測
る
視
点
と
し
て
、

市
民
に
と
っ
て
の
成
果
と
い
う
観
点
か
ら

事
業
内
容
を
評
価
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。
様
々
な
評
価
を
通
じ
て
市

民
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
、
こ
の
分

析
も
参
考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
つ
い
て
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イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
、
障
が

い
の
あ
る
子
と
障
が
い
の
な
い
子
が

と
も
に
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
特
別
支
援
教
育
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
に
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
特
別
支
援
教
育
を
発
展
さ

せ
る
取
組
と
そ
の
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
支
援
委
員
会
の
判
断
の
下
、
子

ど
も
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、

的
確
な
指
導
が
で
き
る
教
育
環
境
を
提
供

し
て
い
る
。
相
互
に
人
権
と
個
性
を
尊
重

し
支
え
合
い
、
人
々
の
多
様
な
在
り
方
を

相
互
に
認
め
合
う
全
員
参
加
型
の
共
生
社

会
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
い
る
。

障
が
い
の
あ
る
子
が
十
分
な
教
育
を

受
け
る
た
め
の
合
理
的
配
慮
や
、
特

別
支
援
学
級
の
実
態
を
問
う
。

個
人
の
実
態
に
応
じ
た
、
座
席
位
置

や
体
育
実
技
に
お
け
る
配
慮
、
看
護

師
の
配
置
な
ど
の
ほ
か
、
ス
ロ
ー
プ
や
手

す
り
の
設
置
、
ト
イ
レ
改
修
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
市
内
小
中
学
校
に
は
49
の
特
別

支
援
学
級
が
あ
る
。
１
学
級
８
名
ま
で
と

定
め
ら
れ
て
お
り
、
個
別
の
教
育
ニ
ー
ズ

に
対
し
、
様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の

対
応
に
つ
い
て
問
う
。

４
名
の
子
ど
も
が
肢
体
不
自
由
学
級

に
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
２
名

が
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
た
め
、

看
護
師
等
を
配
置
し
て
い
る
。

特
別
支
援
学
級
の
定
数
見
直
し
に
係

る
要
望
活
動
に
つ
い
て
問
う
。

全
て
の
子
ど
も
に
質
の
高
い
充
実
し

た
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
教

育
長
会
を
通
じ
て
、
学
級
編
成
基
準
の
引

き
下
げ
や
、
教
員
の
配
置
基
準
の
改
善
に

つ
い
て
、
要
望
し
て
い
る
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
取
組
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

勤
務
時
間
の
適
正
な
把
握
、
定
時
退

校
日
や
学
校
閉
庁
日
の
設
定
、
部
活

動
休
養
日
の
導
入
な
ど
を
充
実
・
拡
大
し

な
が
ら
、
関
係
者
の
意
識
改
革
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
よ
り
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

警
戒
が
必
要
な
状
況
で
も
、
子
ど
も

が
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る

た
め
、
感
染
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
低
減

し
、
学
校
運
営
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

消
毒
液
な
ど
の
在
庫
管
理
の
徹
底
や
、
家

庭
・
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、
感
染
対
策

と
教
育
活
動
の
両
立
に
努
め
た
い
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

本
市
の
移
住
・
定
住
施
策
を
推
進
す

る
た
め
に
、
本
市
が
多
く
所
有
す
る

市
営
住
宅
の
活
用
が
有
効
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
現
在
の
市
営
住
宅
の
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

本
市
に
は
４
９
８
０
戸
の
市
営
住
宅

が
あ
り
、
令
和
３
年
９
月
末
時
点
で

22
％
に
当
た
る
１
１
０
３
戸
が
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
田
川
市
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
市
営
住
宅
の
健

全
な
運
営
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

令
和
７
年
度
ま
で
に
５
０
０
戸
程
度
を
削

減
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

人
口
減
少
に
伴
い
、
今
後
も
市
営
住

宅
の
空
き
家
が
増
加
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
本
市
が
移
住
・
定
住
施
策
に
取
り

組
む
中
で
、
こ
れ
ら
の
空
き
家
の
活
用
に

つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

現
在
、
子
育
て
支
援
住
宅
入
居
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
市
営
住
宅
の
一
部

を
子
育
て
世
帯
が
生
活
し
や
す
い
間
取
り

に
改
修
し
、
市
外
か
ら
の
入
居
者
を
募
集

し
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
事
業
を
検
証
し
、

さ
ら
な
る
移
住
・
定
住
施
策
の
充
実
に
努

め
た
い
。

市
内
に
は
、
個
人
が
所
有
す
る
一
戸

建
て
の
空
き
家
も
多
く
存
在
す
る
が
、

こ
れ
ら
の
活
用
策
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
で
は
活
用
可
能
な
空
き
家
の
流

通
を
促
進
す
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン

本
市
の
移
住・定
住
策
に
つ
い
て

ク
制
度
を
創
設
し
て
い
る
。
空
き
家
の
売

却
や
賃
貸
を
希
望
す
る
所
有
者
か
ら
物
件

情
報
を
収
集
し
、
本
市
に
移
住
・
定
住
を

希
望
す
る
人
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
解
体
撤
去
の
補
助
制
度
を
創

設
し
て
お
り
、
危
険
な
空
き
家
の
解
体
促

進
と
解
体
後
の
土
地
の
流
通
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に
当
た
り
、
公

共
交
通
の
存
在
は
重
要
と
考
え
る
。

令
和
３
年
10
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

再
編
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
概
要
と
効
果

に
つ
い
て
問
う
。

今
回
の
再
編
で
は
、
市
内
の
主
要
施

設
を
通
る
ま
ち
な
か
循
環
線
を
新
設

し
、
そ
の
他
の
路
線
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
乗

り
継
ぎ
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
た
。
ま
た
、

乗
り
継
ぎ
券
と
通
学
定
期
の
新
設
、
１
日

フ
リ
ー
乗
車
券
と
定
期
券
の
値
下
げ
を
行

っ
た
ほ
か
、
乗
り
降
り
し
や
す
い
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
を
２
台
導
入
し
た
。
広
報
た

が
わ
10
月
号
に
お
い
て
、
お
試
し
乗
車
券

を
添
付
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
特
集

記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
、
周
知
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
10
月
の
乗
車
人
員
は
前
月
か

ら
40
％
増
加
し
て
５
８
３
５
人
と
な
り
、

利
用
者
の
約
65
％
が
お
試
し
乗
車
券
を
利

用
し
て
お
り
、
広
報
・
周
知
活
動
の
効
果

が
表
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

し
ら
い
し

て
ん
い
ち

田
川
伊
田
駅
舎
は
改
修
さ
れ
、
飲
食

店
、
宿
泊
施
設
及
び
待
合
室
を
中
心

と
し
た
市
内
外
の
方
が
集
え
る
場
所
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
少
し
ず
つ
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
て
き
た
。
し
か
し
、
本
市
の
取
組
と

逆
行
す
る
か
の
よ
う
に
、Ｊ
Ｒ
九
州
の
経

営
合
理
化
の
動
き
が
活
発
化
し
て
お
り
、

令
和
３
年
３
月
か
ら
駅
窓
口
の
営
業
時
間

が
短
縮
さ
れ
た
。
そ
の
現
状
を
問
う
。

以
前
の
営
業
時
間
は
、
平
日
は
６
時

30
分
〜
20
時
、
土
・
日
・
祝
日
は
７

時
25
分
〜
17
時
55
分
。
昨
年
３
月
か
ら
は
、

月
・
水
・
金
曜
日
は
７
時
〜
10
時
、
火
・

木
曜
日
は
15
時
〜
18
時
、
土
・
日
・
祝
日

は
７
時
25
分
〜
15
時
30
分
に
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た
。

営
業
時
間
の
短
縮
に
関
し
て
、Ｊ
Ｒ

九
州
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
要
望
活

動
等
を
行
っ
て
き
た
の
か
問
う
。

本
市
の
中
心
に
位
置
す
る
重
要
な
駅

で
あ
り
、
営
業
時
間
の
短
縮
は
、
地

域
住
民
の
日
常
生
活
や
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
大
き
な
打
撃
と
な
る
た
め
、

通
知
が
あ
っ
た
令
和
２
年
12
月
以
降
、Ｊ

Ｒ
九
州
に
対
し
、
市
長
に
よ
る
要
望
活
動
、

文
書
に
よ
る
要
望
等
の
ほ
か
、
継
続
的
な

協
議
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
令
和
３
年
２

月
に
営
業
時
間
の
短
縮
が
正
式
に
公
表
さ

れ
、
翌
３
月
か
ら
実
際
に
短
縮
さ
れ
た
。

早
期
に
営
業
時
間
を
元
に
戻
す
よ
う
、Ｊ

Ｒ
九
州
に
対
し
要
望
を
続
け
て
い
る
。

豊
前
川
崎
駅
は
無
人
化
と
な
っ
た
た

め
、
川
崎
町
が
窓
口
運
営
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
運
営
形
態
に
つ
い
て
問
う
。

無
人
化
さ
れ
た
平
成
28
年
３
月
以
降
、

川
崎
町
が
３
名
雇
用
し
、
直
営
し
て

い
る
。
交
代
に
よ
る
１
日
１
人
体
制
で
、

毎
日
６
時
45
分
〜
17
時
45
分
で
営
業
。
運

営
経
費
は
、
人
件
費
が
主
で
、
切
符
や
定

期
券
の
販
売
手
数
料
、
駅
舎
の
清
掃
管
理

料
な
ど
の
収
入
を
差
し
引
い
た
不
足
額
を

町
が
負
担
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
九
州
の
決
算
状
況
か
ら
、
さ
ら

な
る
経
営
合
理
化
が
行
わ
れ
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
想
定
の

話
で
あ
る
が
、
仮
に
田
川
伊
田
駅
が
無
人

化
さ
れ
た
場
合
、
川
崎
町
の
例
を
参
考
に
、

職
員
配
置
を
行
う
こ
と
で
市
民
の
利
便
性

を
向
上
で
き
る
。
そ
の
際
、
駅
舎
の
運
営

権
を
設
定
し
て
い
る
㈱
デ
ザ
イ
ン
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
窓
口
業
務
を
担
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
効
率
的
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

本
当
に
無
人
化
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

職
員
配
置
の
検
討
を
行
わ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
る
。
㈱
デ
ザ
イ
ン
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
運
営
も
、
選
択
肢
の
一
つ
に

な
る
。
な
お
、
市
と
し
て
職
員
配
置
を
行

う
の
で
あ
れ
ば
、
人
件
費
等
の
経
費
が
永

続
的
に
発
生
す
る
た
め
、
慎
重
な
判
断
を

求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

松
岡
　英
樹

清
　風
　会

▼
代
表
質
問

議
員

田
川
伊
田
駅
の
今
後
に
つ
い
て

録画映像

ま
つ
お
か

ひ
で
き

今
村
　寿
人

新
　風
　会

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

い
ま
む
ら

ひ
さ
ひ
と

一般質問 一般質問

議
決
結
果

議
案
審
議

補
正
予
算
・
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

録画映像

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

▼
個
人
質
問

議
員

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き
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■問い合わせ ： 田川市議会事務局 ／〒825-8501 福岡県田川市中央町１番１号／ TEL0947（85）7170 ／ FAX0947（44）2043

12月定例会を開催
17日間で26議案を審議

発行：田川市議会　　編集：田川市議会広報委員会
No.215令和４年３月１日

議会のおしらせ No.215 1 議会のおしらせ No.215 12

田川市議会

　新型コロナ感染症対策のため、昨年度に引き続き今年度も、市民の
みなさんと対面する形式の議会報告会を行いません。
　そのため、市民のみなさんとの意見交換会に代えて、田川市議会に
対するご意見を募集します。

１　ご意見は、メール、FAX、文書（郵送か意見箱）でお願
いします。意見箱は、市役所１階、市立病院、市民会館に
設置しています。

２　ご意見を記入する様式は特にありません。任意の書式で
かまいません。メールの場合は、件名を「市議会への意見」
としてください。

　※お名前や連絡先は不要です。
　※感染症対策のため、意見箱には筆記具と用紙を
　　設置していません。あらかじめご用意ください。

３　議員個人に対する質問などには対応できません。

４　意見募集期間は、３月１日～25日です。

〒825-8501　田川市中央町１番１号　田川市議会事務局
　メール　gikai@lg.city.tagawa.fukuoka.jp
　ＦＡＸ　0947-44-2043

　市議会の常任委員会
の審査内容などを紹介
する映像を公開します。
ぜひご覧ください！
●総務文教委員会
「パラリンピックキャ
ンプ地誘致、防災体制」
●厚生委員会
「ワクチン接種」
●建設経済委員会
「中心市街地のまちづ
くり」
■公開日
　３月１日から

ご意見の送付にあたって

送付先

今年度も
映像で報告 !

　１月９日、田川文化センターで成人式が行われました。
会場内では座席間隔の確保や、マスク着用などの新型コロナ感染症対策が取られる中、再会を喜ぶ
新成人の華やかな姿が見られました。みなさんのこれからのご活躍を期待します。

市議会へご意見を

←田川市
　令和３年度
　議会報告会
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